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□ 計画概要

③東京医大病院前交差点から
　青梅街道中野方面

②青梅街道から①青梅街道から

※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります
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⑥成子天神交差点から
　新宿副都心 12 号線

⑤区画街路 2号から④成子天神社
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3.　敷地概要

内容
学校法人東京医科大新大学病院新築計画（仮称）
新宿区西新宿 6丁目 7－1
商業地域・防火地域・高度利用地区（西新宿六丁目南地区（Bゾーン））
地区計画（西新宿六丁目東部地区）・駐車場整備地区
950％　※最低限度 400％（高度利用地区）
70％　※最低限度 300 ㎡（高度利用地区）
22,325.65 ㎡

項目
計画名称
計画地

容積率
建ぺい率
敷地面積

地区・地域
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新宿アイランド

北新宿地区（予定） 西新宿・成子地区（予定）

成子天神社 新宿中央公園

景観特性

神社
境内地
公園
パブリックアート
連続するみどり（ケヤキ）
連続するみどり（その他：街路樹）
連続するみどり（その他：民地の植栽）
景観上重要な道路（ケヤキ並木の道）
幹線道路
坂道（下から上）
エリア境界

【凡例】
街区公園

広場

歩道状空地

街区道路

都市計画道
路放射６号

線（幅員30
-32ｍ）

青梅街道

成子天神社

北新宿地区
（市街地再開発事業）

西新宿八丁目成子地区
（市街地再開発事業）

西新宿六丁目東部地区

成子坂

新宿中央公園

新宿アイランド
（UR都市機構）

［ペイブメント塗り分け］
暖色系：公共によるペイブメント
寒色系：民間によるペイブメント

新宿オークシティ
（住友不動産）
ヒルトンなど

東京医科大学

S = 1 : 6000
0 50 100 200m

　
計画敷地：柏木地域（西新宿駅周辺）
「創造交流の心」
　多様化・複合化していく新たな創造型産業を育てていくとともに、地域の人々や来訪者が交流しながら
　まちを楽しむことができるように、国際的な賑わいと交流を先導する。

〇都市の骨格に関するまちづくり方針
　「創造交流の心」として業務商業の発展に必要な都市基盤の整備を進めます。
　また、みどりや歩行者空間の充実を図り、歩いて楽しい環境の整備を進め、賑わいと活力のある
　21世紀を先導するまちづくりを進めていきます。

・みどり・公園
　公共施設や寺社等のみどりを保全し、
　公園的空間としての活用を図ります。
　さらに、開発等により生じたオープン
　スペースを緑の広場とするよう事業者
　等を誘導していきます。

・都市アメニティ
　地域に調和する建築物を誘導します。
　建築物の高さや色彩等が周辺のまちな
　みに調和したものとなるよう、地区計
　画等のまちづくり制度の活用を検討
　していきます。

出典：新宿区都市マスタープラン

出典：新宿景観まりづくり計画
出典：新宿景観形成ガイドライン

〇新宿区における景観まちづくり
　・まちの記憶をいかした「美しい新宿」をつくる

〇良好な景観の形成に関する方針
　視点1　変化に富んだ地形をいかす
　視点2　まちの記憶をいかす
　視点3　水とみどりをいかす

区分地区の景観形成基準　：一般地域
■建築物の建築等

形成・
意匠

その他

〇外壁の色彩や素材は、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。
〇形態意匠は、建築物単体のバランスだけでなく、隣接するする建築物や周辺景観との調和を図る。

〇敷地内に歴史的な建造物や残すべき自然などがある場合は、積極的にこれらをいかす。
〇隣接する建築物の壁面等の位置を考慮した配置とする。
〇附帯する設備等は、建築物と一体的に計画するか、歩行者や水平方向からの見え方に配慮し、緑化や目隠し
　などによる修景を行う。
〇附帯する構造物や施設等は、建築物との調和を図るとともに、歩行者からの見え方に配慮した修景をする。
〇外構は、敷地内のデザインだけでなく、隣接する敷地や道路など、周辺景観との調和を図る。
〇敷地内は出来る限り緑化を行う。
〇夜間の景観に配慮し、周辺の景観に応じた照明を行う。
〇ビル名や店名等の自家用広告物、第三者広告物等の屋外広告物の掲出については、建築物の設計の早い段階
　から、周辺景観や建築物等へ配慮する。

景
観
形
成
基
準

〇景観形成の方針

　・超高層エリアと各街区が調和した景観をつくる
　　　再開発の各事業地区間や超高層エリアとの関係性にも
　　　配慮し、全体として調和した景観の形成を図る。

　・幹線道路や区画街路沿道に快適な歩行者空間をつくる
　　　幹線道路や区画街路沿道に見られる広幅員の歩道を、
　　　歩く人にとって快適でエリア全体として調和のとれた
　　　ものとする。

　・周辺の一般市街地とも調和した景観をつくる
　　　超高層エリアと一般市街地に挟まれる本エリアでは、
　　　一般市街地へ配慮した景観形成を図る。　　　

※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります

低層部のつくりこみ

沿道の快適な歩行者空間一般市街地とも調和した景観

「暮らしの賑わいの交流創造都市」 〇柏木南再開発エリア

　「超高層エリアや一般市街地とも調和した再開発のまちなみへ」

１．新宿区都市マスタープラン ３．景観形成ガイドライン

２．新宿区景観まちづくり計画

計画地

計画地
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1.　現況
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■ 配置図 ■ 配置図
2.　計画

N 青梅街道

歩行者貫通通路歩行者貫通通路

平面
駐車場
平面
駐車場

新大学病院棟
B2F / 20F
新大学病院棟
B2F / 20F

新立体駐車場棟
3F

（3層 4段）

新立体駐車場棟
3F

（3層 4段）

東京メトロ 
丸の内線 西新宿駅
東京メトロ 
丸の内線 西新宿駅

第一研究
教育棟
B1F/7F

第一研究
教育棟
B1F/7F

地下鉄
出入り口
地下鉄
出入り口

青梅街道
東京メトロ 
丸の内線 西新宿駅
東京メトロ 
丸の内線 西新宿駅

地下鉄
出入り口
地下鉄
出入り口

新教育研究棟  
　（自主自学館）  

16F  

新教育研究棟  
　（自主自学館）  

16F  

第一研究
教育棟
B1F/7F

第一研究
教育棟
B1F/7F

既存大学病院
B2F/19F

既存大学病院
B2F/19F

新仮設更衣室棟
3F

新仮設更衣室棟
3F

立体駐車場
（1層 2段）
立体駐車場
（1層 2段）

新教育研究棟  
（自主自学館）  

16F  

新教育研究棟  
（自主自学館）  

16F  

N

本館付属棟 本館付属棟 

医療ガス
施設棟 
医療ガス
施設棟 

内容
大学（附属病院）
地上 19 階、地下 2階
鉄骨鉄筋コンクリート造
約 84 ｍ
約   8,500 ㎡
約 95,000 ㎡

項目
主用途
規　模

最高高さ
建築面積
延べ面積

構　造

■ 建築概要 ■ 建築概要

内容
大学（附属病院）
地上  20  階、地下  2  階、搭屋  1  階
鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造）
約 92 ｍ
約   12,500 ㎡
約 130,000 ㎡

項目
主用途
規　模

最高高さ
建築面積
延べ面積

構　造

※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります
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   8F

   7F
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   5F

   4F

   3F

   2F

   1F

   B1F

駐車場

供給部

病棟部

管理部

中央診療部

外来診療部

共用部

凡例

救急車両動線

一般車両動線

スタッフ・サービス車両動線

歩行者動線

建築確認申請敷地境界
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新大学病院棟

歩行者貫通通路歩行者貫通通路

歩道状空地歩道状空地

屋外駐輪場屋外駐輪場

新立体駐車場棟

ロータリー
入口
ロータリー
入口

ロータリー
出口
ロータリー
出口

サービスヤードサービスヤード
渡り廊下渡り廊下

愛育園愛育園

中西ビル中西ビル

成子坂
交番
成子坂
交番

東京メトロ丸の内線
西新宿駅
地下鉄出入口

青梅街道

地
下
道
出
入
口

教育研究棟   
(自主自学館）

第一研究
教育棟

車寄せ車寄せ

庇庇

庇庇

庇庇

庇庇

出入口出入口

出入口出入口

立体駐車場出入口
サービス車両出入口
救急車出口

立体駐車場出入口
サービス車両出入口
救急車出口

救急車両入口救急車両入口

歩道状
空地
歩道状
空地

壁面後退線壁面後退線

メインエントランスメインエントランス

庇庇

平面駐車場
38台

平面駐車場
38台

N

6.　断面構成図5.　動線計画図

※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります
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1.　都市軸に合わせた配置

計画敷地周辺の青梅街道に面する高層建物は、青梅街道から壁面を後退させた配置計画が行われており、
青梅街道の軸とは異なる都市軸（高層建物平面）によって建てられています。この都市軸を建物配置の軸
とし、高層ビル群としての連続性に配慮した計画を行います。　　　　

鳥瞰

周辺見取図 敷地北側・青梅街道より

2.　圧迫感を軽減する配置

計画敷地は一般市街地エリアと超高層エリアの境目に位置しています。そのため、青梅街道側に面して低
層棟を配置し、その背後に高層棟を配置する事で、青梅街道に対する圧迫感の軽減を図ります。また、青
梅街道の対面にある低層建物と高さを合わせ、低層部のつくりこみを行うことで、調和のとれた街並みの
形成に寄与します。

□配置計画 周辺建物が形成する地域の特性を生かした配置計画を行い、調和のとれた都市景観を創り出します。

低層部のつくりこみ
による歩行空間の調和　

青梅街道

壁面後退による圧迫軽
減

壁面後退による圧迫軽
減

高さ統一による
街並みの一体感
高さ統一による
街並みの一体感

青梅街道
青梅街道市軸（軸（軸 高層高層高層高層高層

物物物物物平面平面平面平面平面）））））

軸（高層高層高層高層高層
物物物物物平面平面平面平面平面）））））面）面）面）面）

高層高層高層高層高層建物建物建物物物平平平平平
高層層層層建物物物物平平平平

都市都市都市軸（軸（軸（高高高
都市都市軸（軸（高高

計画敷地計画敷地

アイランドタワーアイランドタワー

オークタワーオークタワー

西新宿
三井ビル
西新宿
三井ビル

Ｎ
一般市街地一般市街地一般市街地

青梅街道

計画敷地

超高層エリア

高層建物の壁面後退
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※現時点での計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。



高層棟開口部(病室)の上下パネルをグレー塗装とするこ
とで、縦ラインを強調した端正な印象の立面を創出す
ると共に、隣接する教育研究棟との調和を図ります。

2～4階の外来待合部分は全面ガラス張り
の明るく開放的な空間とし、歩道空間か
ら内部空間の賑わいを感じられる開放的
な計画とします。

新立体駐車場棟には壁面緑化を施すこと
で、歩行者目線から駐車場の存在感を軽
減させるように配慮します。

高層棟と低層棟のボリュームを分節
することで建物の圧迫感を軽減し、
建物構成が明快で洗練された印象を
与えます。

建物北側の青梅街道沿いを通過する歩行者や車両
から病院が認識できるよう、建物中層部に院名サ
インを配置します。

景観への配慮として、屋上設備スペースの周囲に
目隠しルーバーを設置し、水平方向から設備機器
類が見えないように配慮します。

高層棟の中央部分(食堂・デイ)は明るく開放的な空
間を提供するため、横連窓の大きな開口を設けます。
門形に囲まれたデザインとすることで、大きな面を
引き締めます。

□ 外観コンセプト

外壁の色彩は清潔感のある白をベースカ
ラーとし、アクセントカラーにグレーを
用いて全体を引き締め、高度医療を担う
大学病院に相応しい外観を実現します。 清潔

純粋
上品
端正

２．端正な縦のデザイン ３．清潔な色彩１．ボリュームの分節

建物ボリュームを平坦にまとめるのではなく、
明快に分節することで、高層棟・低層棟・ガラス
ボリュームの各々の形状が際立ち、洗練された印
象の外観を創出します。

建物の縦方向を強調したデザインは、全体
を端正に魅せる効果があります。これによ
り、自ら育ち、自ら高める病院の姿勢を表
現します。

学校法人東京医科大学　新大学病院新築計画 0306
※現時点での計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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新教育研究棟
（既存建物）

新大学病院棟
（計画建物）

GRC
（ガラス繊維補強コンクリート板）

N4

GRC
（ガラス繊維補強コンクリート板）

10YR9/0.5

アルミルーバー
10YR9/0.5

押出成形セメント板
10YR9/0.5

押出成形セメント板
10YR9/0.5

押出成形セメント板
N4

サインカラー
　エンジ：2.5R4/8
　クロ：N1
サイン面積：18.9 ㎡

新大学病院棟
（計画建物）

GRC
（ガラス繊維補強コンクリート板）

10YR9/0.5

壁面緑化 新立体駐車場棟
（計画建物）

押出成形セメント板
10YR9/0.5

押出成形セメント板
10YR9/0.5

新大学病院棟
（計画建物）

GRC
（ガラス繊維補強コンクリート板）

10YR9/0.5

新立体駐車場棟
（計画建物）

押出成形セメント板
N4 押出成形セメント板

10YR9/0.5

新教育研究棟
（既存建物）

新大学病院棟
（計画建物）

GRC
（ガラス繊維補強コンクリート板）

10YR9/0.5

GRC
（ガラス繊維補強コンクリート板）

N4

ステンレス鋼
シルバー色

押出成形セメント
10YR9/0.5

□ 立面図

■北立面図 ■東立面図

■南立面図 ■西立面図

学校法人東京医科大学　新大学病院新築計画 0307
※現時点での計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。

景観計画‐3
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→

区画街路1号

屋外駐輪場

平面駐車場
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（新立体駐車場棟（自走式））
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彩りの通り庭
[街区を繋ぐ歩行者貫通通路]

既存並木を取り込む都市の遊歩道
[季節を感じる歩道状空地]

既存並木を取り込む都市の遊歩道
[季節を感じる歩道状空地]

賑わいの木立
[人と地域を結ぶ自主管理広場]

学校法人東京医科大学　新大学病院新築計画 0308
※現時点での計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。

ランドスケープ -1（考え方と全体構成）

□ ランドスケープの考え方

□ ランドスケープの全体構成

・ 異なる趣きをもつ緑豊かな歩行者空間が、
　都市に潤いと癒しを与え、新たな病院の顔 を形成します。

・ 彩りに富んだ植栽により、敷地に四季の変化と生命力を
　織り込み、『都心の“Season Place”』を創ります。

・ 周辺緑地や隣接街区の緑の特性に関連づけた植栽により、
　都市の生物多様性、緑の連続性に配慮します。

― 季節を纏う（まとう）病院 ―

季節感溢れる病院環境の創出

“Hospital in the Season”

■賑わいの木立　―人と地域を結ぶ自主管理広場―
青梅街道沿いの自主管理広場では、多目的な木立状のオープンスペースを設けます。
クスノキ等の常緑樹により、心地よい緑陰空間を創りだし、都会に癒しを与えます。
計画地の顔として、病院利用者のみならず地域にも親しまれる広場空間を目指します。

■彩りの通り庭　―街区を繋ぐ歩行者貫通通路―
敷地の東西を繋ぐ歩行者貫通通路では、中高木の列植により、歩車道を区切ると共に、
バックヤードへの視線を柔らかく遮り、気持ちの良い安全な歩行者空間を創出します。
多種の低木地被植栽により、彩り豊かで多様感のある通り庭とします。

■既存並木を取り込む都市の遊歩道　―季節を感じる歩道状空地―
区道2号線沿いでは、青梅街道-方南通り間の歩行者の往来や地下鉄への出入りを許容する
ゆったりとした幅員の歩行者空間を創出します。
既存のメタセコイアの並木を活かした季節変化を感じさせる歩行者空間とします。
隣接街区の列植に合わせた常緑樹の木立が、街角に統一感と潤いを与えます。

敷地

明治神宮

敷地周辺における樹林のネットワーク図敷地周辺における樹林のネットワーク図緑濃い植栽帯のイメージ緑濃い植栽帯のイメージ

常緑樹の木立のイメージ常緑樹の木立のイメージ

彩り豊かな低木地被植栽のイメージ彩り豊かな低木地被植栽のイメージ歩車道を区切る中高木の列植のイメージ歩車道を区切る中高木の列植のイメージ

多目的な木立の広場のイメージ多目的な木立の広場のイメージ 面的な低木地被植栽による広場づくりのイメージ面的な低木地被植栽による広場づくりのイメージ

季節感を創出するメタセコイアの列植のイメージ季節感を創出するメタセコイアの列植のイメージ

新宿御苑新宿中央公園

敷地を緑の拠点の一つとし、
周辺における生き物のネットワークを強化■街角の杜

　―編み込まれる地域の緑―
区道1号線及び5号線沿いには、駐車場等
を囲う緑濃い植栽帯を形成します。
地域の緑の連続性を考慮した植栽計画
を行い、地域全体の生物多様性に配慮
します。
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アイストップツリー
：カツラ(株立）
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アイストップツリー
：エゴノキ（株立）、
  シナノキ（株立）等
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：エゴノキ（株立）、
  シナノキ（株立）等
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学校法人東京医科大学　新大学病院新築計画 0309
※現時点での計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。

ランドスケープ -2（植栽計画の考え方）

立体駐車場棟
南側緑化壁面
立体駐車場棟
南側緑化壁面

□ 植栽計画の考え方 ・ 青梅街道、各区道の歩行者ネットワークや特性に対応した植栽計画とします。
・ 歩車道の区分や見通しなど、歩行者の安全性に配慮した植栽構成（立体構成）とします。
・ 多種の低木・地被植物により、彩りと四季の変化が感じられる植栽計画とします。
・ 周辺街区との緑の連続性や地域植生に配慮した高木植栽とします。

■既存のメタセコイア並木による季節感を活かしつつ、
　低木地被植栽を主体とした豊かな歩行者空間を実現
　します。

■日影環境などに配慮しつつ、彩りある多種の低木・
　地被植物により、多様感のある通り庭を創出します。
　立体駐車場棟北側角地にアイストップとなる落葉
　高木を配植し、通り庭のアクセントとします。

■中高木の列植により、バックヤードへの視線を
　柔らかく遮ります。
　帯状の低木植栽により、安全性を確保しつつ、　  
　連続したリズム感ある通り庭を創出します。

■方南通り側からの視線に対し、落葉樹による緑の木立を
　設けます。隣接街区の列植に合わせた常緑樹（シラカシ）
　の列植が、街角に統一感を与えると共に、防風効果を
　高めます。
　また、足元の低木地被植栽が街角に季節感を創出し
　ます。

●主要構成樹種
　高木類：シラカシ、オガタマノキ、ソヨゴ等（H=5.0m程度）
　低木・地被：ハクチョウゲ、ヤブラン等（H=0.4m～）

●主要構成樹種
　高木類：シラカシ、ソヨゴ、ユズリハ、ヒイラギモクセイ、
　　　　 ウバメガシ、ヤブツバキ、エゴノキ、ハナミズキ、
　　　　 ヤマボウシ、イロハモミジ等（H=5.0～2.0m程度）
　低木・地被：アセビ、ハマヒサカキ、ジンチョウゲ、
　　　　　　ツツジ類、ハクチョウゲ、ヤブラン、
　　　　　　リュウノヒゲ等（H=0.5m～）

●主要構成樹種
　高木類：ヤマボウシ（株立）（H=5.0m程度）
　低木・地被：アセビ、フイリヒイラギナンテン、
　　　　　　フイリアオキ、フッキソウ等（H=0.5m～）

●主要構成樹種
　高木類：ヒメユズリハ（H=3.0m程度）
　低木・地被：フイリヒイラギナンテン、ツツジ類、
　　　　　　フイリアオキ、ハマヒサカキ、
　　　　　　オタフクナンテン、フイリヤブラン等
　　　　　　（H=0.5m～）

■クスノキによる木立を形成し、足元の広場空間
　に心地よい緑陰空間を創出します。
　クスノキと樹高を抑えた低木地被植栽により　
　構成し、歩行者の視線の抜ける広 と々した印象
　の広場とします。
　多種の低木・地被植物の混植により、青梅街道
　に面した計画地の顔に相応しい、賑わいが感
　じられる植栽とします。

●主要構成樹種
　高木類：カツラ（株立）、ハナミズキ
　　　　 （H=7.0～5.0m程度）
　低木・地被：アベリア、フィリフェラオーレア、
　　　　　　ヤブラン等（H=0.3m～）

●主要構成樹種
　高木類：クスノキ（H=7.0m程度）
　低木・地被：アベリア、マホニアコンフューサ、
　　　　　　ハクチョウゲ、フイリアオキ、　　　
　　　　　　ツツジ類、リュウノヒゲ、
　　　　　　フッキソウ等（H=0.3m～）

■幅員を広くとった植栽帯の中に中高木、低木、地被植物
　を多段的に配植し、緑濃い樹林地を形成します。
　常緑樹を主体とし、立体駐車場棟・平面駐車場などへの
　視線を遮るとともに、落葉を織り交ぜることで季節感ある
　都市の緑の拠点創出を図ります。

シラカシシラカシ ソヨゴソヨゴ

ハナミズキハナミズキ ヤマボウシヤマボウシ アセビアセビ

ヤマボウシ(株立)ヤマボウシ(株立) フッキソウフッキソウフイリヒイラギナンテンフイリヒイラギナンテンヒメユズリハヒメユズリハ

クスノキクスノキ

カツラ（株立）カツラ（株立） フィリフェラオーレアフィリフェラオーレア

アベリアアベリア

マホニアコンフューサマホニアコンフューサ

フイリアオキフイリアオキ

オガタマノキオガタマノキ

季節感を創出するメタセコイアの列植のイメージ季節感を創出するメタセコイアの列植のイメージ

■広場のアイストップとなる落葉高木（カツラ）を
　配植します。青梅街道沿いの景観に季節感を
　創り出します。

※　　　は緑化計画上の既存樹木を示す※　　　は緑化計画上の既存樹木を示す



設計開始設計開始 新大学病院棟着工新大学病院棟着工 新大学病院棟竣工新大学病院棟竣工

既存大学病院解体着手既存大学病院解体着手 工事完了工事完了

開院準備
３.０ヶ月
開院準備
３.０ヶ月

1棟案設計・申請期間
14.0ヶ月

新大学病院棟建設工事
３４.５ヶ月

既存大学病院解体工事
１１.０ヶ月

外構工事・
立体駐車場工事

５.５ヶ月

外構工事・
立体駐車場工事

５.５ヶ月

事前解体・準備工事
８ヶ月

※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります
学校法人東京医科大学　新大学病院新築計画 03全体スケジュール 10

■全体スケジュール

11月 2 3 4 56 12 1 6 12 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
平成 27年年 平成 25年 平成 26年 平成 28 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

平成 29年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

平成 30年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

平成 31年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

平成 32年
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